
会場

082-874-5599
ekosodate@e-kosodate.net

(火～土曜日　10時～15時受付)

第13期 養養成成 座座講講保育保育 タターーサポサポ ーー
お子さんを預かる等の子育て支援ボランティア活動のために必要な知識や心構えを学びます。
あなたの活動を必要としている人がいます。たくさんの方のご参加をお待ちしています。

JR可部線
下祇園駅より徒歩9分

近隣にコインパーキングあり

2025年 2025年 2025年

第1回 第2回 第3回

10:00～12:00

・オリエンテーション
・講義「子育て中の親が
　求めているものは何？
　～保育サポーターとして
一番大切な姿勢とは？～」

10:00～12:00 10:00～12:00

・講義「乳幼児の特徴、
　乳幼児とのかかわり方」

・日本赤十字社
　日赤幼児安全法講習
12:00～12:30

・現役保育サポーターとの　
　交流

12:30～15:00

・グループワーク
　(傾聴、ロールプレイ)

12:30～15:00

・実際の活動での出来事　
　についての事例検討

13:00～15:00

・講座まとめ
・活動マニュアル説明
・会員登録説明

11/17 (月) 12/1 (月)11/10(月)

■対　象：

■受講料：
※初回に集めます。欠席での返金はありません。
※全3回受講後、保育サポーターとして活動を希望される場合は
　別途、登録年会費1,000円が必要です。

■会　場：e子育てセンター事務所

安佐南区祇園3丁目25-23
ドゥエリングビル601

■申込方法：下記のいずれかの方法で
                          お申込下さい

①右の二次元コードを読み取り、
　申込フォームからお申込ください　→

②Eメールでyousei@e-kosodate.netへ送信して下さい
件名「養成講座申込」本文：お名前（ふりがな）、年齢、
ご住所、お電話番号、メールアドレス、受講のきっかけ

■主催・お問合せ：特定非営利活動法人e子育てセンター

■後援：広島市

一時保育・産前産後サポート
コーディネート事業

参加者

募集

地域で子育てを応援したい方（20歳以上・資格不問）

（テキスト代込）3,000円

（全3回）（全3回）

（活動事例の紹介等）



●e子育てセンターでは、安心して活動していただく

　ために

　・コーディネーターによる会員同士の連絡調整

　・NPO活動総合保険への加入

　・フォローアップ研修

　

　を行っています。

　活動についてのご相談も

　随時お受けしています。

●e子育てセンターでは2004年より地域の皆さんが子育てを助け合うボランティア活動ができるように

　「保育サポーター養成」や「会員のコーディネート」等を実施しています。

●本講座を修了し、会員登録された方は「サポーター会員」として有償で活動することができます。

保育サポーターの声

e子育てセンターの「一時保育サポート」

私は長い間、専業主婦でした。保育の仕事に興味がありましたが資格を持っていない

ため諦めていました。保育サポーターならできるかも…と思い切って養成講座に参加

しました。今では保育サポーターとして充実した日々と子どもたちから癒しをもらっ

ています。 第11期

（2022年受講）

きっかけは自分に時間的に余裕が出来たこと。

介護か子育てかといったら未来の見える子育てだと。自分の孫は遠方で助けて

あげられないからよそ様のお子様のサポートをしたいと思いました。

やりがいを感じるのはサポートが終了した後のお母さんの感謝の言葉が頂けた

時やお子さんの楽しそうな様子がみられた時。サポートを受けた方が自分もサ

ポートが出来る環境になった時には自分もサポーターになり恩をお返ししたい

といってくれたことも嬉しかったです。研修などで色々な年代のサポーターと

交流するのも楽しみです。第6期

（2008年受講）

安佐南区を中心に子育てを応援したい地域の女性による任意団体と

して、2004年10月に活動を開始。2004年11月より独自で「保育サポ

ーター養成講座」を実施し、「一時保育・産前産後サポートコーディ

ネート事業」を行う。

2011年6月特定非営利活動法人格を取得。2012年10月より広島市公

募型常設オープンスペース「ひろばKUSU-KUSU祇園」、2015年6月

から同「ひろばKUSU-KUSU佐東」を運営。

子育てしやすい地域社会づくりに貢献できるよう活動しています。

子育て会員 サポーター会員

妊娠中・子育て中

の方

保育サポーター

養成講座修了者

助け合い

子育て会員とサポーター会員の

コーディネート

・保護者の通院

・園や学校行事への参加

・リフレッシュ

・こどもと関わるのが好き

・子育てを応援したい

・空いた時間で活動したい

e子育てセンター


